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　国立防災科学技術センターは多摩川下流域・川崎地区に於て，1974 年 12 月から微小地震

の観測を開始した。観測状況と当地域の地震活動及び地震波速度に関する暫定的結果は当会報

14，15 巻に示してある。ここではその後，川崎市平間に新設された深さ 540 ｍの観測井（ HRM ）

の簡単な紹介と主にその観測結果について報告する。

　1976 年 6 月末現在までの観測状況は第 1 表にまとめて示した。

　1975 年 9 月 末 に 完 成 し た 川 崎 微 小 地 震 観 測 施 設（ HRM ）に お け る Velocity logging

による P 波速度，core sample の測定による S 波速度，γ － γ 法による密度測定等の結果を

第 1 図に示す。観測井の主要部は第三紀上総層群（ K1 ～ K6 ）中にあり，地表は厚さ 56m の

第四紀沖積層でおおわれている。地震波速度分布から見ると単純な構造をしており，地震計は

深さ 540m の位置に固定されている。観測井の構造は第 2 図に示してあるように，二段構造を

なし，下段の上端はベルカラー構造をもち，地表の雑振動が孔井水を伝わって下に行かないよ

うに帽子状のノイズアブソーバーを取りつけてある。地震計からの信号は電電公社回線 D － 1

を使用して FM 方式で銀座の当防災センターに送られ，そこで記録されている。川崎微小地震

観測施設の詳細は山水（ 1976 ）を参照されたい。

　次に観測結果の報告をする。

１．川崎地区の地震活動については，今度の臨時観測の開始から現在（ 1976 年 4 月 ）まで特

　に指摘すべき変化はない。第 3 図は平間（ ＨＲＭ ）における日別地震回数と S － P 時間の分

　布を示しているが，両者とも時期による有意な変化はない。

２．川崎の極近傍の地震については，臨時観測の開始から 1976 年 4 月までの期間で，ＴＳＨ

　又は HRM で S － P 時間が 5 秒未満の地震について震源を再決定し第 2 表及び第 4 図に示し

　た。ここで用いた地下構造は石田（ 1975 ）によるもので，最近の夢の島及び扇島爆破の結

　果を取り入れたものである。第 2 表に示されたもの以外の浅い地震は未確認であり，現在ま

　での最も浅い地震は深さ 20 ～ 30 ㎞である。

３．隆起の中心に近い東芝（ ＴＳＨ ）の観測では，地震波速度比 Vp ／ Vs は通常の値を示し特
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　に異常な変化はなかった。その後平間（ ＨＲＭ ）の観測でも特に異常な変化はない。平間

　（ ＨＲＭ ）における地震波速度変化は第 5 図に示してある。ここの数値は 3 ケ月毎の平均と

　標準偏差を示している。

４．同じく，東芝（ ＴＳＨ ）の観測によれば，P 波着震時のアノマリイ（ O － C ）も通常の値

　を示し指摘出来る異常な変化はなかった。その後の平間（ ＨＲＭ ）の観測でも同様である。

　当会報 No.15 でのべたように，東芝（ ＴＳＨ ）でのＯ－ C が 0.5 秒であるのは速度異常では

　なく，平野部の第三・四紀の低速度のため見かけ上出たものである。同様に平間（ ＨＲＭ ）

　での 0 － C が 0.1 ～ 0.3 秒となっているのも見かけ上のものである。第 1 図の P 波速度構造か

　ら予想される地下 540m と地表の着震時の差は鉛直入射波に対して 0.3 秒であり，これはち

　ょうど東芝と平間の平均Ｏ－ C の差と矛盾しない。
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第 1 図　川崎微小地震観測施設（ HRM ）における速度・密度分布。
　　　　K1 ～ K6 は，主に比抵抗から求めた岩相的区分を示す。

Fig.1    Distribution of seismic-wave velocities and bulk densities beneath the Kawasaki micro-
earthquake observation station（HRM）.
K1~K6  indicate the lithological division mainly determined from the electrical resistivity.
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第 2 図　観測井（ ＨＲＭ ）の構造
Fig. 2   Structure of the deep well (HRM).

第 3 図　平間（ ＨＲＭ ）における日別地震回数と S － P 時間の分布
Fig. 3   Daily number of earthquakes and frequency distribution of S-P times

at the station HRM.
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第 4 図　川崎近傍の地震の震央（ 1974 年 12 月～ 1976 年 4 月 ）
Fig. 4   Epicentral distribution of earthquakes near the Kawasaki City(Dec., 

1974~Apr., 1976).
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第 5 図　平間（ HRM ）における地震波速度変化。ここでは川崎の観測
　　　　とは独立に地震研究所が決定した震源位置及び震源時を用いて
　　　　いる。数値は 3 ケ月毎の平均と標準偏差を示している。

Fig. 5   Change in seismic-wave velocities at the station HRM. The origin time 
and the hypocentral location were determined by the Earthquake Research 
Institute independently of the observation at the station HRM. 
Numerals indicate the mean with the standard deviation for each three-
month period.
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第 1 表
Table 1

第 2 表
Table 2
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